
第 2学年国語科学習指導案

日時       平成 26年 10月 10日 (金)公開授業 2
単元名     友だちのよいところしょうかいカー ドを作ろう
教材名     友だちのこと、知りたいな
児童       男子 11名   女子 5名    計 16名
指導者      菊池 章子

主となる指導事項

B書 くこと  ア 経験したことや想像したことなどから書くことを決め、書こうとする題材に
必要な事柄を集めること。

ウ 語と語や文と文との続き方に注意しながら、つながりのある文や文章を書く
こと。

身に付けたい力 (視点 1と の関わり)

○見たり聞いたりしたことの中から友だちのよいところを見つけメモする力

○メモを基にして、友達を紹介する文章を書く力

単元を貫く言語活動とその特徴

単元を貫く言語活動 (第 1

友達のよいところを見つけ、

。2年  言語活動例 C工 )
友達を紹介する文章を書くこと

[設定の理由]

本単元を貫く言語活動として、「友達のよいところを見つけ、友達を紹介する文章を書くこと。」を位
置付けた。友達の写真とよいところを紹介した文章からなる「友だちのよいところしょうかいカー ド」
を友達にプレゼントするというゴールを示すことにより、児童は意欲的に活動に取り組むことができる
と考えられる。

また、友達のよいところを紹介する文を書くためには、色々な観点から友達のよさを思い出したり、
より詳しく知るために尋ねたりしてよさをたくさん見つけることが大切である。更にたくさん集めた事
柄から特に紹介したい事柄を選ばなければならない。そして、選んだよいところを紹介文に書き表すた
めには、文と文の続き方に注意し、つなぐ文を使ったり、思つたことを書いたりする必要がある。
従つて本単元でねらう「書こうとする題材に必要な事柄を集めること」 (B書 くことア)「語と語や文
と文との続き方に注意しながらつながりのある文を書いたりすること」(B書 くことウ)を実現するのに
ふさわしい言語活動であると考えた。

〔様式〕

・ 1段落 よいところ 1
・ 2段落 つなぐ文 「○○さんのいいところは、他にもあります。」
。 3段落 よいところ2
・ 4段落 感想
・ 紹介文は、200字以上とする。
・本単元で子ども達が書く紹介文は、次のような構成をもつている。

よいところ2

感想

観察したことから書くことを決め、書こ

うとする題材に必要な事柄を集めるこ

と。(書ア)

語 と語や文と文との続き方に注意 しな

がら、二番目に伝えたい友達のよさにつ

いて文章を書くこと。(書ウ)
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題名と名前

よいところ 1

インタビュー したことから書くことを

決め、題材に必、要な事柄を集めること。

(書ア)

語と語や文と文との続き方に注意 しな

がら、一番伝えたい友達やよさについて

文章を書くこと(書ウ)

紹 介す
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1年
「しらせたいな、

見せたいな」

○お気に入 りのも

のを観察 して、

知らせる。

6年
「ようこそ、わた

したちの町へ」

・町のよさを伝え

るパンフレット

を作る。

単元について

(1)児童について
児童はこれまで 1年生下の 「しらせたいな、見せたいな。」の学習でお気に入 りの生き物や
植物を観察 して、家の人や友達に紹介する学習をおこなっている。この学習を通 して題材に必

要な事柄をよく観察して集めたり、メモ したことを基に書いたりする力が付いてきている。 2
年生では、 4月 に「今週のニュース」においてメモや 日記、ノー ト等から自分の 「したこと」
「見たこと」を集め、友達に知らせるために書くとい う「体験報告文」を書く活動を行つた。
5月 には、「かんさつ名人になろう」の学習を通 して、観察したことを詳 しく書く「観察記録
文」を書く活動を行っている。ここでは、観察する観点で詳 しく見ることや様子を見て詳 しく
書き表 し方ことを学習 した。また、 6月 の「お話の作者になろう。」では、「はじめ・中・終わ
り」の構成を考えて創作文を書くという経験をしている。これらの学習を通 し、児童は、経験
したことや観察 したことを主語・述語を意識 したり、句読点に気を付けたりして分かりやすく
書くことができるようになってきた。 しかし、内容のまとまりを意識 して段落を作って書くこ
とやつながりのある文章を書くことについては、繰 り返 し指導 し、定着を図っているところで
ある。文の内容を決めることが難 しかったり、書くことに苦手意識をもつていたりする児童も
いる。

(2)教材について
教材文は、「インタビューから見つけた友達のよさ」「観察から見つけた友達のよさ」「自分の友
達への思い」という3つのまとまりからできている。友達のよさを伝えるために「観察」し、それ
だけではわからないことを「インタビュー」し、そこから自分はその友達をどうとらえているのか
という「思い」を書き表せばいいことが簡潔な文章で表現されている。初めて友達の紹介文を書こ
うとしている児童にとって構成の見通しをもちやすい文章である。また、先に結論を述べてから「ど
うしてかというと～からです。」という文で理由を分かりやすく簡潔に伝える表現や「～そうです。」
という伝聞表現が使われていてわかりやすく伝えるための新たな表現方法のよさを感じ取ることに
適した文章である。また、児童は、全体の場で日立っている友達のよさは分かっていても、「好きな
こと」「自慢できること」などについては分かっていないことが多い。そのようなことをインタビュ
ーを通して聞き取り、ある一面しか見ていなかった学級の仲間に新たな一面があることを発見する
ことは児童にとって興味深いことであろう。そして、それをほかの人に教えてあげようという気持
ちが生じてくるであろうc友達のよさを見つける取材活動を充実させ発見の喜びから書いて表現す
る楽しさを味わわせることができる教材である。

(3)指導にあたって
第 1次では、「これはだれでしょうクイズ」をクラス全員で行うことにより友達のよいところに
目を向け、友達についてもつと知りたいという気持ちをもてるような導入を行う。そして、友達に
ついて知るためにはどのような学習をしたらいいか計画を立て、学習の見通しをもたせ、「友達のよ
いところ紹介カー ド」を作るという単元のゴールを提示する。また、友達のよさを見つける観点を
子ども達に考えさせたり、完成した紹介文を友達と読み合い感想を交流するというゴールを提示し
たりすることにより、子供たちの学習への意欲が高まると考えられる。
第 2次では、友達の良さを見つけるために児童が考えた観点に沿つてメモを書かせ、メモから分



かる友達の人柄を考えさせる。観点に沿つてメモを書き、友達の人柄を考えるためには、紹介する

友達との関わりが深くなければむすかしい。そこで、 2学期初めから、意図的に座席を考え、友達
の良いところ探しをさせることにより、スムーズに活動を進めることができるように配慮していき
たい。次に、観察したことだけでは分からないことを友達に尋ねて、友達の得意なことや自慢でき
ることについて深く聞いていく。紹介文を書く時に困らないように良さが伝わる内容について尋ね
させるようにする。そして紹介文を書く時に適切な内容を捨選択させることにより、紹介文の内容
が深まるようにしていきたい。更に、短い文で書いたメモを順序を考えて並べ次につなげる言葉を

使つて文と文をつなげて文章に書き直し、メモから文章に書き表す力を付けさせる。

第 3次では、紹介文を読み合い、初めて分かつた友達のよいところや書いてもらって嬉しかった
ことを伝え合う活動をする。その際、紹介文の書き方のポイントに沿つて読み、感想を伝え合うこ
とにより、友達のよさを再発見する場としたい。

6 単元の指導計画  (全 8時間 書くこと8時間

5単元の指導日標と評価規準
○友達のよいところを意欲的に探し、紹介文を書こうとしている。【関心・意欲・態度】
○経験したことや聞いたことから書くことを決め、書こうとする題材に必要な事柄を集め、語と
語や文と文の続き方に注意しながらつながりのある文を書くことができる。【書く】
○句読点やかぎ (「」)の使い方を理解し、正しく使うことができる。

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

国語への関心。意欲

態度

書く能力 言語についての知識 。理

解・技能
○友達のよいところ

を意欲的に探し、

紹介文に書こうと

している。

○ 見たり聞いたりしたことから、友達のよいところを

思い出したり,尋ねたりして紹介文に必要な事柄を
集めている。【書ア】
○ 集めたことを基にして、友達を紹介する文章を書い
ている。【書ウ】

○句読点の打ち方を理解

して文の中で使って

いる。【伝国イ (オ )】

次 日|テ ○日標   。主な学習活動
☆単元を貫く言語活動につながる学習活動

評価規準

第

１

次

1 ○ 学習のめあてを理解し、学習計画を立てること

ができる。
。 「これはだれでしょうクイズ」をする。
・ 友達のよいところを紹介する観点を考える。
☆単元の学習課題を設定し、学習計画を立てる。

【関】「友だちのよいところしょうかい

カー ド」を作るというねらいを理

解し、学習の見通しをもつてい

る。
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2 ○モデル文から紹介文の様式と取材の仕方を学
S。

・紹介文の様式と取材の仕方を学ぶ。
☆紹介文を書く時に必要な事柄を整理し、紹介文
について理解する。

【書ア】見たり聞いたりしたことや自分
が経験 したことから書く材料
を決めてメモしている。

3

本

田|デ

○ 紹介する友達のよいところを観点に沿つてメ
モを書き、人柄を考えている。
。考えた観点に沿つて取材メモに書く。
☆紹介するための観点に沿つて、友達のよさを思
い出して取材メモに書き、人柄を考える。



4 ○ もつと知りたいことを考えて、友達に質問す
る。
・ 質問する内容と方法を考える。
・ 友達に質問してメモを書く。
☆もつと知りたいことを考えて、友達に質問して

メモをとる。

【伝言】句読点やかぎ「」を正しく使つ

ている。

【書ウ】語と語や文と文との続き方に注

意しながら、観点に合った紹介

文を書いている。

5 ○ 書いたメモから特にみんなに伝えたいことを

選んでいる。
。メモ したことからみんなに伝えたいことを選び

出し、色カー ドに書き出す。

☆メモ したことからみんなに伝えたいことを選び

出し、色カー ドに書き出す。

6 ○ メモをもとにしながら、紹介文を書いている。
。 ①よいところ l②つなぎことば③よいところ
2④思つたことを色カー ドのメモをもとに書
く。
・ 構成や題名を考える

☆メモをもとにしながら紹介文を書いている。
″
′ ○ 「友だちのよいところ紹介カー ド」を作る。
。モデルの紹介カー ドを参考にし、紹介カー ドを

作る。

☆紹介文を清書し、友達の写真を貼り紹介カー ド

を作る。

第
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8 ○ お互いの紹介カー ドを読み合い、感想を伝える

ことができる。
・ 友達とカー ドを読み合う。
。 友達に感想を伝える。
☆紹介文を読み合い、初めて分かった友達のよい

ところや書いてもらつて嬉 しかったところを伝
え合う。

【関】友達の書いた文章を読んで嬉しか
つたことを進んで伝えている。

7 本時の指導
(1)ね らい  紹介する友達のよいところを観点に沿つてメモを書き、友達の人柄を考える。
(2)視点 2にかかわって
・友達のよいところを見つける観点に照らし合わせたメモのモデル文を提示する。
・ 4つの観点を明確に意識できるようなワークシー トを工夫する。

(3)展開
主な学習活動 留意事項 と評価

導

入

７

分

1 前時の想起をする。
・友達のよさを見つける時の観点を確認する。
2 本時の課題を把握する。

みんなで考えた観点

・言つてくれたこと
。いつもしていること
。見かけたこと
。してくれたこと

。①メモを書くこと②メモから分かる友達
の人柄を書くこと。③ふりかえりの観点
に沿つて自己評価すること。④友達と読
み会い感想を伝えることを紙板書し、見
通しをもたせる。

友だちのよいところを思い出してメモを書き、どんな
人か考えよう。

紹介する友達を確認するc



・隣の友達のよいところを紹介することを

確認する。

展

開

３３

分

4 友達のよいところを思い出してメモを書く。
(1)メ モの書き方を確かめる
。4観点について書くこと。
。一文を短く書くこと。

(2)書いたメモからわかる友達の人柄を書くこ

確かめる。
。どんな人か書くこと。

を

(3)書 き終わったらメモの書き方に沿つて自己評価す

る。

5

(

メモを読み合い、交流する。

)書 いたメモを読み合い、
に書いて伝える。

読んだ感想を付箋紙

観点に沿つたメモのモデル文を提示し、
メモの書き方を理解させる。

観点を意識 し、メモから人柄を考えるこ

とができるようなワークシー トを用い

る。

友達の良さをたくさん見つけるためにど

の観′点にも全て書くことを確かめる。

人柄が分かる言葉を掲示しておく。

メモを読んで うれ しかったことを付箋紙

に書いて伝える。

【評価】

B観点に沿つて、友達のよさについてメ
モを書き、メモから分かる人柄を書い

ている。

支援の方法

事前に集めた友達のよさを参考にさせ、

助言する。

終

末

５

分

6 本時の学習を振り返る。
。 自己評価する。

7 次時の学習内容を確かめる。

メモを書く時に気を付けたことを板書
で確認し、まとめとする。

本時のねらいに沿つて自己評価する。

次時は、もつと知りたいことを考え友

達に質問してメモを書くことを確認す

る。

(4)板書計画

四
、
友
た
ち
と
読
み
合
い
か
ん
そ
う
を
つ
た
え
る
。

一　
・
諫
ん
で
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
ふ
せ
ん
に
書
こ
う
．

友
た
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
メ
モ
を
書
き
、
と
ん
な
人
か
考
え
よ
う
。

友
た
ち

の
よ

い
と

こ
ろ
し

ょ
う
会
力

‥
卜
を

つ
く
ろ
う
１
一

一
、　
友
た
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
メ
モ
を
書
く
。

〇
四
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
く
。

一１
０

一
つ
の
メ
モ
を
み
し
か
く
書
く
．

二
、　
友
た
ち
が
と
ん
な
人
か
書
く
二

つ
の
こ
と
に
つ
い
て
で
も
い
い
）

三
、　
ふ
り
か
え
る
．

・
自
分
の
メ
モ
を
読
ん
で
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。


